
FlexSim
３Dシミュレータによる設計検証



FlexSimは世界81ヵ国，約60,000ライセンスの実績があり，世界中
で使⽤されている離散事象解析3Dシミュレータ。
製造業や⼯場全般，物流倉庫，マテハン，ロジスティクスを始め，幅
広い分野で生産性向上のための検証に採⽤されている。

３Ｄシミュレーションソフト FlexSim

【出典：株式会社ゼネテックHPより】

導入実績業界
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シミュレーションで得られる結果の例

リソースの最適化 最適レイアウト

⼯程上のボトルネック 設備導入効果の事前検証

・機械は何台あればいいか︖
・オペレータは何⼈必要︖
・必要なスペック・処理能⼒は︖

・ボトルネック発生個所の可視化
・滞留が発生する原因
・ボトルネックの解消・改善策

機械の配置やオペレータの動線
を変更して⽐較することで，生
産性が高いレイアウトを決定

現状モデルと導入後モデルを作
成，改造や新設備導入による効
果を事前に定量的に⽐較・検証



FlexSimの活⽤事例

サイクルタイム検証１

シミュレーションデータの活⽤３

既存製造ラインの可視化・改善提案４

最適設備容量の検証２

【モデル画像：株式会社ゼネテックHPより】



サイクルタイム検証１

パラメータ設定

CADレイアウト
上に配置

ワーク払い出し
時刻を記録



最適設備容量の検証２

充放電装置6台で
シミュレーション

実際には４台しか
使⽤していない



シミュレーションデータの活⽤３

シミュレーションしながらワ
ークごとの搬送データを記録
・時刻
・ワークID
・ロケーション
・ステータス など

Excelで更に高度な
解析やグラフ化が可
能CSV

エクスポート



既存製造ラインの可視化・改善提案４



仕上げ場

第１⼯場

第２⼯場

パイプヤード












